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＊＊ フォト　トピックス　笑顔の敬老会 ＊＊

▲平寿園（９月14日）

▲仲塔地区（９月17日）▲栂尾地区（９月16日）

▲松尾地区（９月９日） ▲鹿野遊地区（９月17日）

Public Relations of  SHIIBA 2007（H19）10月号 �



Public Relations of  SHIIBA � 2007（H19）10月号

＊＊ フォト　トピックス　体育大会 ＊＊

東臼杵郡
（門川町・９月２日）

狙

走

投松尾中学校
松尾地区合同
（９月23日）

競

技

踊

椎葉中学校
（９月18日）

喜

勇

継

感

躍
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村税
4億589万8千円
（4.8％）

村債
3億7,280万円
（4.4％）

国庫支出金
34億8,641万円
（41.4％）

県支出金
6億8,146万3千円
（8.1％）

諸収入
2億8,576万3千円
（3.4％）

議会費
7,462万3千円
（0.9％）

総務費
10億7,692万8千円
（13.0％）

民生費
4億2,714万3千円
（5.1％）

衛生費
4億2,324万7千円
（5.1％）

農林水産業費
10億1,562万2千円
（12.2％）

商工費
3,025万4千円
（0.4％）

土木費
2億3,699万8千円
（2.9％）

消防費
4,493万5千円
（0.5％）

教育費
5億493万9千円
（6.1％）

災害復旧費
35億6,892万7千円
（42.9％）

公債費
9億693万3千円
（10.9％）

地方交付税
27億1,391万1千円
（32.2％）

地方譲与税
1億4,784万9千円
（1.8％）

交付金 7,425万円 （0.9％）
・利子割交付金
・自動車取得税交付金
・地方消費税交付金
・地方特例交付金など

その他
2億5,600万2千円
（3.0％）
・分担金及び負担金
・使用料及び手数料
・財産収入
・繰越金など

歳入
84億2,434万6千円

自主財源

依存
財源

歳出
83億1,054万9千円

村税
4億589万8千円
（4.8％）

村債
3億7,280万円
（4.4％）

国庫支出金
34億8,641万円
（41.4％）

県支出金
6億8,146万3千円
（8.1％）

諸収入
2億8,576万3千円
（3.4％）

議会費
7,462万3千円
（0.9％）

総務費
10億7,692万8千円
（13.0％）

民生費
4億2,714万3千円
（5.1％）

衛生費
4億2,324万7千円
（5.1％）

農林水産業費
10億1,562万2千円
（12.2％）

商工費
3,025万4千円
（0.4％）

土木費
2億3,699万8千円
（2.9％）

消防費
4,493万5千円
（0.5％）

教育費
5億493万9千円
（6.1％）

災害復旧費
35億6,892万7千円
（42.9％）

公債費
9億693万3千円
（10.9％）

地方交付税
27億1,391万1千円
（32.2％）

地方譲与税
1億4,784万9千円
（1.8％）

交付金 7,425万円 （0.9％）
・利子割交付金
・自動車取得税交付金
・地方消費税交付金
・地方特例交付金など

その他
2億5,600万2千円
（3.0％）
・分担金及び負担金
・使用料及び手数料
・財産収入
・繰越金など

歳入
84億2,434万6千円

自主財源

依存
財源

歳出
83億1,054万9千円

自主財源とは、村税・分

担金及び負担金・使用料

及び手数料など、自治体

が自らの意志に基づいて

徴収できる財源です。

自主財源とは

依存財源とは、地方交付

税・国県支出金など、国

や県から交付金を受けた

収入をいいます。

依存財源とは

【特別会計】
（単位：千円）

■国民健康保険　歳入　445,704

　　　　　　　　歳出　435,371

■老人保健　　　歳入　410,399

　　　　　　　　歳出　410,374

■簡易水道事業　歳入　50,323

　　　　　　　　歳出　49,042

■国民健康保険病院事業

　　　　　　　　歳入　559,733

　　　　　　　　歳出　538,882

■電気事業　　　歳入　43,200

　　　　　　　　歳出　50,087

■介護保険　　　歳入　317,287

　　　　　　　　歳出　309,034

【一般会計】

※（　　　）は構成比

我が家の家計簿
（椎葉村の財政状況）

＝ 平成18年度の決算を報告します ＝
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平
成
18
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
総
額
84
億
２
，４
３
４
万
６
千

円
（
前
年
度
比
０
・
７
％
減
）
に
対

し
、
歳
出
83
億
１
，０
５
４
万
９
千

円
（
０
・
２
％
減
）
と
な
り
、
差
引

１
億
１
，３
７
９
万
７
千
円
で
翌
年
度

繰
越
財
源
は
３
，７
８
６
万
３
千
円
で
、

実
質
７
，５
９
３
万
４
千
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を
示

す
数
値
、
経
常
収
支
比
率
は
80
・
６
％

（
３・
３
％
減
）、
実
質
公
債
費
比
率
は

16・７
％（
３・５
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
予
測
さ
れ
る
地
方
交
付
税
の

減
額
な
ど
、
財
政
事
情
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
諸
政
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
経
費
節
減
に
努
め
、
財
政
構

造
の
弾
力
化
、
さ
ら
に
は
効
率
的
財
政

運
営
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

決
算
の
概
要

【
財
政
の
状
況
と
用
語
の
説
明
】

■
財
政
力
指
数　

０
・
１
７
８

（
町
村
平
均
０
・
３
１
１
）

市
町
村
の
財
政
力
を
示
す
指
数
。
１
に
近

い
ほ
ど
普
通
交
付
税
算
定
上
の
留
保
財
源

が
大
き
く
、
財
源
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

■
経
常
収
支
比
率　

80
・
６
％

（
町
村
平
均
89
・
５
％
）

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
指
標
。

こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
新
た
な
行
政
需

要
に
弾
力
的
に
対
応
し
、
経
済
変
動
に
も

的
確
に
対
処
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
り

ま
す
。

■
実
質
公
債
費
比
率　

16
・
７
％

（
町
村
平
均
15
・
０
％
）

自
治
体
収
入
に
対
す
る
借
金
返
済
額
の
比

率
。
従
来
の
起
債
制
限
比
率
に
は
反
映
さ

れ
な
か
っ
た
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ

の
繰
り
出
し
金
も
含
ま
れ
、
自
治
体
の
財

政
実
態
を
よ
り
正
確
に
把
握
で
き
ま
す
。

18
％
以
上
に
な
る
と
、
新
た
に
地
方
債
を

発
行
し
て
借
金
を
す
る
際
、
財
政
運
営
の

計
画
を
立
て
て
国
や
都
道
府
県
の
許
可
が

必
要
で
す
。
25
％
以
上
だ
と
、
単
独
事
業

の
地
方
債
が
一
部
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、

起
債
制
限
団
体
と
な
り
ま
す
。

■
積
立
金
現
在
高　

24
億
７
，６
０
０
万
円

（
町
村
平
均
15
億
１
，３
０
０
万
円
）

特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
、

資
金
を
積
み
立
て
た
も
の
。
ま
た
は
定
額

の
資
金
を
運
用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て

い
る
も
の
の
こ
と
で
す
。

総務費
村 営 バ ス 運 行 業 務 39,943
電 算 管 理 費 4,429
地 籍 調 査 事 業 30,405
椎 葉 平 家 ま つ り 25,003
県議会議員・県知事選挙費 5,811

民生費
災 害 救 助 費 23,909
高 齢 者 住 宅 改 造 助 成 3,870
老 人 保 護 措 置 事 業 10,728
障がい者施設サービス支援 31,755
身体障がい者住宅改造助成 1,800
予 防 接 種 事 業 4,510
児 童 館・ 保 育 所 運 営 費 62,314

衛生費
合併処理浄化槽設置事業 37,807
ご み 焼 却 施 設 運 営 費 23,544
塵 芥 処 理 費 23,512
し 尿 処 理 費 54,781

農林水産業費
経 営 構 造 対 策 事 業 112,325
中山間地域直接支払交付金 43,993
国 土 保 全 造 林 22,741
公 有 林 整 備 23,935
森林整備地域活動支援交付金 93,995
林 道 開 設 舗 装 事 業 160,116
林 地 崩 壊 防 止 事 業 57,731
元気のいいふるさとづくり事業 11,500
林 業 構 造 改 善 事 業 74,895
獣 害 防 止 対 策 事 業 4,200
優 良 雌 牛 導 入 貸 付 15,000
畜 産 関 係 補 助 事 業 15,033

土木費
村 道 維 持 費 53,645
木 造 住 宅 建 築 支 援 事 業 費 6,851
住 宅 維 持 管 理 32,522
災 害 関 連 地 域 防 災 41,073
村 道 改 良・ 舗 装 事 業 23,800
地 域 住 宅 交 付 金 事 業 41,473

教育費
人 づ く り 推 進 費 4,381
文 化 財 保 護 費 29,538
小 中 学 校 管 理 費 87,334
寄 宿 舎 運 営 費 39,805
公 民 館 費 5,821

【平成18年度一般会計の主な事業】（単位：千円）
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＝ 伝統文化 ＝

　

９
月
８
〜
９
日
、
第
21
回
ひ
え
つ
き

節
日
本
一
大
会
が
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
出
場
し
た
の
は

正
調
・
一
般
・
少
年
少
女
の
３
部
門
に

県
内
外
か
ら
１
９
０
人
。
作
業
着
や

法は
っ
ぴ被
、
着
物
や
羽は
お
り
は
か
ま

織
袴
な
ど
思
い
思
い

の
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
自
慢
の
の
ど

を
披
露
し
て
日
本
一
の
座
を
争
い
ま

し
た
。

▲各部門の優勝者。（中田さん、椎葉さん、小田さん）

▲尺八と三味線の伴奏に「庭〜の山椒ぉ〜のぉ木ぃ〜」。

 

正
調
の
部 

優　

勝　

椎
葉
ア
ス
エ
（
椎
葉
村
）

準
優
勝　

野
村
ケ
サ
子
（
椎
葉
村
）

第
３
位　

高
見
イ
ク
エ
（
日
向
市
）

優
秀
賞　

芝　
　

絶
子
（
西
都
市
）

優
秀
賞　

田
丸　

嘉
男
（
諸
塚
村
）

優
秀
賞　

椎
葉
き
よ
子
（
椎
葉
村
）

優
秀
賞　

椎
葉
ヨ
シ
子
（
椎
葉
村
）

 

一
般
の
部 

優　

勝　

中
田
智
保
子
（
日
向
市
）

準
優
勝　

鈴
木　
　

敬
（
延
岡
市
）

第
３
位　

川
口　

和
代
（
宮
崎
市
）

優
秀
賞　

椎
葉　

孝
光
（
日
向
市
）

優
秀
賞　

倉
尾
由
美
子
（
南
郷
町
）

優
秀
賞　

山
本　

幸
子
（
美
郷
町
）

優
秀
賞　

山
口　

重
利
（
西
都
市
）

 

少
年
少
女
の
部 

優　

勝　

小
田
有
希
子
（
日
向
市
）

準
優
勝　

植
木
あ
ず
さ
（
日
向
市
）

第
３
位　

関
口　

爽
伽
（
日
向
市
）

優
秀
賞　

小
田
亜
貴
子
（
日
向
市
）

優
秀
賞　

西
立
野
彩
加
（
小
林
市
）

優
秀
賞　

黒
木　

瑠
美
（
美
郷
町
）

優
秀
賞　

田
原　

麻
衣
（
美
郷
町
）

 

特
別
賞 

最
年
長　

右
田　

安
男
（
椎
葉
村
）

最
年
長　

甲
斐
ス
エ
子
（
高
鍋
町
）

最
遠
方　

村
上
今
朝
子
（
広
島
県
）

最
年
少　

田
原　

美
紀
（
美
郷
町
）

審
査
員
賞　

菊
池　

芳
盛（
日
向
市
）

審
査
員
賞　

大
庭
美
千
代（
高
鍋
町
）

※
商
工
会
、
日
向
農
協
、
森
林
組
合
、
宮
崎

銀
行
の
村
内
各
支
店
長
よ
り
特
別
賞
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

姫との出会いで生まれた歌詞に
歌い継がれる仕事唄

第21回

ひえつき節
　日本一大会

　

９
月
24
日
、
大
河
内
八
幡
神
社
に
て
大

河
内
臼
太
鼓
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中

秋
の
日
に
大
河
内
地
区
の
祖
先
神
を
た
た
え

て
踊
り
を
奉
納
す
る
、
伝
統
の
祭
り
で
す
。

　

こ
の
祭
り
も
、
平
成
16
・
17
年
と
、
台

風
被
害
に
よ
る
中
止
が
続
き
、
伝
統
の
継

承
に
危
機
感
が
漂
い
始
め
て
い
ま
し
た
。

よ
う
や
く
昨
年
・
今
年
と
続
け
て
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
、
地
区
の
住
民
は
胸
を
な

で
お
ろ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
地
区
の
保
存
会
員
が
集
ま
り
、

伝
統
の
踊
り
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

村
内
に
は
臼
太
鼓
踊
り
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
文
化
が
あ
り
ま
す
。
過

疎
化
に
伴
う
担
い
手
減
少
な
ど
、
存
続
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
ど
の
伝
統
文
化
も
地
域
全
体
の
力
を

寄
せ
合
い
、着
実
に
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
を
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
る
力
は
、
私

た
ち
の
誇
り
な
の
で
す
。

（
大
河
内
モ
ニ
タ
ー
委
員
・
小
川
弘
志
）

大河内臼太鼓踊り
伝統を未来へ！

大 会 成 績
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スポーツ教室「遊書」教室

長寿学園
「カローリング」

ゲートボール
定期大会

上椎葉公民館
スポーツ大会

【
個
人
成
績
】　

※
３
位
入
賞
者

■
男
子
の
部

　

Ｂ
１
０
０
ｍ　

１
位　

椎
葉
聖
哉（
12
秒
２
）

　
　
　
　
　
　
　

２
位　

那
須
力
男（
12
秒
７
）

＝ スポーツ ＝

　

中
学
２
０
０
ｍ　
１
位　

椎
葉
幸
太（
25
秒
９
）

　
　
　
　
　
　
　

３
位　

右
田
雄
大（
26
秒
６
）

　

共
通
２
０
０
ｍ　
１
位　

栩
川　

真（
25
秒
１
）

　

Ｂ
３
０
０
０
ｍ　
２
位　

中
村
義
市（
10
分
38
秒
）

　

Ｃ
３
０
０
０
ｍ　
３
位　
黒
木
光
太
郎（
13
分
７
秒
）

　

Ｄ
３
０
０
０
ｍ　
１
位　

椎
葉　

豊（
11
分
６
秒
）

　

Ｅ
３
０
０
０
ｍ　
２
位　

黒
木
武
人（
12
分
23
秒
）

　

中
学
４
０
０
ｍ
Ｒ　

１
位
（
50
秒
２
）

　

共
通
８
０
０
ｍ
Ｒ　

３
位
（
１
分
46
秒
）

　

Ａ
走
幅
跳　
　

２
位　

椎
葉
聖
哉（
５
ｍ
83
）

　

Ｂ
走
幅
跳　
　

１
位　

甲
斐
健
二（
５
ｍ
35
）

　
　
　
　
　
　
　

２
位　

椎
葉
幸
司（
５
ｍ
32
）

　

Ｃ
走
幅
跳　
　

２
位　

椎
葉
雅
孝（
５
ｍ
30
）

　
共
通
走
高
跳　　

１
位　

椎
葉
幸
司（
１
ｍ
60
）

　

Ａ
砲
丸
投　
　

２
位　

椎
葉
貴
大（
11
ｍ
50
）

　

Ｂ
砲
丸
投　
　

１
位　

甲
斐
秀
二（
11
ｍ
50
）

　
　

※
Ａ
Ｂ
砲
丸
・
５
・
４
㎏

　

Ｃ
砲
丸
投　
　

１
位　

右
田
忠
仁（
10
ｍ
95
）

　

Ｄ
砲
丸
投　
　

１
位　

岡
村
正
司（
12
ｍ
23
）

　

Ｅ
砲
丸
投　
　

３
位　

黒
木
保
隆（
10
ｍ
82
）

　
　

※
Ｃ
Ｄ
Ｅ
砲
丸
・
４
㎏

◎
Ａ
29
歳
以
下
・
Ｂ
〜
39
歳
・
Ｃ
〜
44
歳
・　

　

Ｄ
〜
49
歳
・
Ｅ
〜
59
歳
・
Ｆ
60
歳
以
上

■
女
子
の
部

　

Ｄ
60
ｍ　
　
　

１
位　

那
須
邦
子（
10
秒
８
）

　

中
学
１
０
０
ｍ　
１
位　

荒
竹
知
世（
14
秒
８
）

　

Ｃ
１
０
０
ｍ　

２
位　
那
須
美
代
子（
16
秒
４
）

　

共
通
走
幅
跳　

３
位　
日
與
川
瑠
美（
３
ｍ
）

　

Ａ
砲
丸
投　
　

２
位　
栩
川
沙
緒
理（
７
ｍ
52
）

　

Ｂ
砲
丸
投　
　

１
位　

甲
斐
智
美（
８
ｍ
15
）

　
　

※
Ａ
Ｂ
砲
丸
・
４
㎏

　

Ｃ
砲
丸
投　
　

１
位　
荒
竹
ち
よ
み（
９
ｍ
８
）

　
　

※
Ｃ
砲
丸
投
・
２
・
７
㎏

◎
Ａ
29
歳
以
下
・
Ｂ
〜
39
歳
・
Ｃ
〜
49
歳
・

　

Ｄ
50
歳
以
上

　

９
月
２
日
、
門
川
町
で
行
わ
れ
た
東
臼

杵
郡
民
体
育
大
会
で
、
本
村
チ
ー
ム
は
惜

し
く
も
２
連
覇
を
逃
し
、
総
合
２
位
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
新
し
い
枠
組
み
で
の

２
回
目
の
大
会
で
、
昨
年
か
ら
さ
ら
に
北

川
町
が
減
り
４
町
村
で
の
大
会
。
門
川
町

が
選
手
層
の
厚
さ
を
見
せ
つ
け
、
地
元
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
昨
年
５
位

だ
っ
た
本
村
の
女
子
の
部
が
、
今
回
は
２

位
と
大
健
闘
。
そ
し
て
、
次
は
椎
葉
村
が

開
催
地
。
来
年
へ
つ
な
ぐ
好
成
績
を
残
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

８
月
30
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
競
技
は
「
卓
球
バ
レ
ー
」
で
、１
チ
ー

ム
６
人
が
卓
球
台
を
囲
み
、
木
の
板
の
ラ

ケ
ッ
ト
で
ボ
ー
ル
を
打
ち
合
う
ゲ
ー
ム
。

バ
レ
ー
の
ル
ー
ル
も
取
り
入
れ
、
大
人
数

が
同
時
に
プ
レ
ー
で
き
る
こ
と
か
ら
人
気

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
午
後
に
行

わ
れ
た
「
遊
書
」
で
は
、
筆
を
使
い
思
い

思
い
の
言
葉
を
書
き
、
額
に
収
め
て
持
ち

帰
り
ま
し
た
。

▲講師は鹿瀬アヤ子さん、鹿瀬美智
代さん。

▲歓声を上げ白熱のラリーが続きま
した。

▲カーリングの要領で楽しめます。
（８月22日・村体育館）

▲決勝戦は上椎葉と竹の八重。
（９月13日・村グラウンド）

▲ミニバレーとグラウンドゴルフ。
（８月26日・村体育館）

来年へつなぐ好成績！

第２回
東臼杵郡民体育大会

【総合成績】優勝　門川町174点
　　　　　　２位　椎葉村153点
　　　　　　３位　美郷町131点
　　　　　　４位　諸塚村　81点
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応
募
総
数
２
０
２
９
人
。
こ
の
中
か

ら
各
地
区
の
書
類
選
考
を
経
て
代
表
と

な
っ
た
の
が
９
人
。
こ
の
代
表
の
１
人

と
し
て
松
尾
中
３
年
の
甲
斐
愛
美
さ
ん

が
選
ば
れ
、
８
月
22
日
に
宮
崎
市
で
開

か
れ
た
「
青
少
年
の
主
張
県
大
会
」
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

愛
美
さ
ん
は
、「
見
え
な
い
絆
」
と

題
し
て
、
平
成
17
年
の
台
風
14
号
で
被

災
し
た
経
験
を
も
と
に
、
家
族
の
大
切

さ
を
感
情
豊
か
に
訴
え
、
み
ご
と
優
良

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

文
章
能
力
、表
現
方
法
が
素
晴
し
く
、

と
て
も
感
動
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
本
文
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

「
青
少
年
の
主
張
」

優
良
賞
を
受
賞
！

▲優良賞を受賞した甲斐愛美さん

　
　
　

椎
葉
村
立
松
尾
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

甲
斐　

愛め
ぐ

美み

　

「
孤
立
し
た
村
・
椎
葉
村
」

　

二
年
前
。
台
風
十
四
号
に
襲
わ
れ
た
私

達
の
住
む
椎
葉
村
は
、
こ
う
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
九
月
五
日
。
宿
題
に
追
わ

れ
る
中
学
校
一
年
生
の
私
。
父
や
祖
母
と

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
小
学
生
の
妹
。
家
の

中
は
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
穏
や
か
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
外
で
は
雨
が
激
し
く
降

り
続
き
、
風
が
ご
う
ご
う
と
鳴
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
に
母
の
姿
は
あ
り
ま
せ

ん
。
母
は
仕
事
先
の
老
人
ホ
ー
ム
で
台
風

に
備
え
て
泊
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

翌
朝
、
私
達
は
台
風
十
四
号
の
恐
ろ
し

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
に
連

絡
を
と
ろ
う
に
も
電
話
は
通
じ
ま
せ
ん
。

電
気
も
こ
な
く
な
り
ま
し
た
。
何
も
出
来

な
い
ま
ま
過
ご
し
雨
が
少
し
お
さ
ま
っ
た

午
後
、
私
は
父
と
外
に
出
ま
し
た
。
見
慣

れ
た
は
ず
の
風
景
は
大
き
く
変
わ
り
、
私

の
家
か
ら
少
し
行
っ
た
所
の
道
は
崩
れ
た

土
砂
に
よ
っ
て
完
全
に
塞
が
れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
岩
は
、
言
葉
な
く
立
ち
つ
く
す
父

と
私
を
冷
た
く
見
す
え
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
こ
の
道
を
通
る
よ
り
他
に
こ
こ
を
出
る

術
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
母
と
は
全
く

連
絡
が
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
つ
も
傍
に

付
け
に
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
九
月
十
二

日
、
父
と
母
、
地
域
の
人
達
の
懸
命
な
努

力
に
よ
り
作
ら
れ
た
道
を
通
っ
て
、
私
と

妹
は
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

あ
れ
か
ら
二
年
経
っ
た
今
で
も
台
風

十
四
号
の
爪
痕
は
椎
葉
村
内
の
あ
ち
こ

ち
に
残
っ
て
い
ま
す
。
台
風
十
四
号
に
よ

り
、
私
達
は
多
く
の
も
の
を
失
い
ま
し
た
。

暮
ら
し
て
き
た
家
、
生
活
を
潤
し
て
い
た

木
々
、
そ
し
て
尊
い
人
の
命
ま
で
も
。
し

か
し
、
私
は
苦
し
か
っ
た
生
活
の
中
で
得

難
い
も
の
を
得
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
絆
」

で
す
。「
得
た
」
と
い
う
表
現
は
正
し
く
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
家
族
一
人
一
人
の

間
に
ず
っ
と
あ
っ
た
見
え
な
い
絆
を
、
長

い
年
月
気
付
か
ず
に
過
ご
し
て
き
た
絆
を

見
つ
け
た
の
で
す
。
家
族
の
大
切
さ
を
と

て
も
重
く
感
じ
ま
す
。
一
人
欠
け
る
と
い

う
こ
と
が
ど
ん
な
に
不
安
か
、
み
ん
な
が

い
る
と
い
う
こ
と
が
ど
ん
な
に
幸
せ
か
を
、

こ
の
経
験
か
ら
身
を
も
っ
て
知
り
ま
し
た
。

　
「
家
族
は
大
切
」
当
た
り
前
の
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
実
感
し
た
こ
と
の

あ
る
人
が
ど
の
く
ら
い
い
る
の
で
し
ょ
う
。

絆
は
目
に
見
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
み
え
る
瞬
間
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
達
、
椎
葉
村

内
の
中
学
生
は
高
校
に
通
う
た
め
に
、
卒

業
後
、
家
族
と
離
れ
ま
す
。
家
族
と
離
れ

て
も
、
目
に
見
え
な
い
絆
を
、
忘
れ
な
い
よ

う
に
、
失
く
さ
な
い
よ
う
に
私
は
生
き
て

い
き
ま
す
。
見
え
な
い
け
れ
ど
、
確
か
に

存
在
す
る
家
族
の
絆
を
大
切
に
し
な
が
ら
。

居
て
当
た
り
前
の
母
が
居
な
い
と
い
う
こ
と

が
、私
は
恐
ろ
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
四
日
間
は
、
長
く
辛
い
日
々

で
し
た
。
ど
こ
と
も
連
絡
が
と
れ
ず
、
情

報
の
な
い
四
日
間
。
父
は
地
域
の
人
と
協

力
し
て
土
砂
を
ど
け
続
け
ま
し
た
。
そ
し

て
毎
日
、
汗
と
泥
に
ま
み
れ
て
帰
っ
て
来

ま
し
た
。
祖
母
は
そ
ん
な
父
と
私
と
妹
の

食
事
の
世
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
母
が

居
な
い
今
、
祖
母
は
こ
の
不
便
な
生
活
の

中
で
、
一
切
の
家
事
を
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
私
に
は
、
父
の
よ
う
な
体

力
も
力
も
無
け
れ
ば
、
祖
母
の
よ
う
な
昔

の
知
恵
も
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

妹
と
共
に
精
一
杯
祖
母
を
手
伝
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
忙
し
い
日
々
で
も
夜
に
な
る

と
、
一
本
の
ろ
う
そ
く
の
周
り
で
、

「
お
母
さ
ん
は
大
丈
夫
や
ろ
う
か
。」

と
、
誰
か
が
必
ず
言
い
ま
し
た
。
い
つ
も

居
る
こ
と
に
は
慣
れ
て
い
る
の
に
、
居
な
い

こ
と
に
は
ち
っ
と
も
慣
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

台
風
に
襲
わ
れ
た
あ
の
日
か
ら
六
日
目

の
九
月
十
一
日
。
道
を
塞
ぐ
土
砂
は
ず
い

ぶ
ん
と
減
っ
た
も
の
の
、
人
が
よ
じ
登
っ

て
越
え
る
の
が
や
っ
と
と
い
う
く
ら
い
の

状
態
で
し
た
。
そ
の
朝
、
土
砂
の
山
を
越

え
て
こ
ち
ら
側
に
来
た
人
が
あ
り
ま
し
た
。

母
で
す
。
母
が
帰
っ
て
来
た
の
で
す
。
久

し
ぶ
り
に
聞
い
た
「
た
だ
い
ま
」
の
声
に

今
ま
で
の
不
安
が
嘘
の
よ
う
に
溶
け
て
い

き
ま
し
た
。
私
も
妹
も
父
も
祖
母
も
久
し

ぶ
り
に
笑
顔
を
浮
か
べ
ま
し
た
。
母
は
休

む
間
も
惜
し
ん
で
、
父
と
共
に
土
砂
を
片

見
え
な
い
絆き

ず
な
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椎葉
晃充
村長の

9月の
動き

▲郡民体育大会で大会旗の引き継ぎ
（２日）

２
日　

郡
民
体
育
大
会
（
門
川
町
）

３
日　

庁
議
（
役
場
）

　
　
　

予
算
査
定
（
役
場
）

４
日　

交
通
安
全
合
同
会
議
（
役
場
）

６
日　

監
査
講
評
（
役
場
）

８
日　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会
予
選

　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

９
日　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会
決
勝

　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

11
日　

９
月
議
会
定
例
会

　
　
　
（
〜
14
日
・
議
場
）

19
日　

入
札
（
役
場
）

21
日　

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
（
平
家
本
陣
）

26
日　

村
議
会
陳
情
活
動
（
日
向
市
）

29
日　

日
向
市
村
人
会
（
日
向
市
）

　

８
月
30
日
、
日
向
市
の
Ｊ
Ａ
会
館
で
東

臼
杵
南
部
地
区
農
山
漁
村
い
き
い
き
パ
ー

ト
ナ
ー
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
内
の
農
林
水
産
業
に
携

わ
る
男
女
の
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
と
組

織
間
の
情
報
交
換
・
連
携
強
化
を
目
的
と

し
て
毎
年
催
さ
れ
る
も
の
で
、
Ｊ
Ａ
女
性

部
や
加
工
グ
ル
ー
プ
、
林
研
グ
ル
ー
プ
、

農
業
委
員
な
ど
３
０
０
人
以
上
が
参
加
。

椎
葉
村
か
ら
も
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
は
『
集
落
営
農
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
』
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
川
の
口
営
農
組
合
の

右
田
圭
之
会
長
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
は
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ

持
ち
寄
っ
た
地
域
の
手
作
り
料
理
を
囲

み
、
立
食
で
の
ラ
ン
チ
交
流
会
・
飛
び
込

み
大
歓
迎
の
１
分
間
ス
ピ
ー
チ
な
ど
が
行

わ
れ
、
参
加
者

は
お
い
し
く
て

楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
と
共

に
、
食
の
重
要

性
を
改
め
て
認

識
し
農
業
へ
の

意
欲
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

▲たくさん並んだ手作り料理。

東
臼
杵
南
部
地
区 

農
山
漁
村

い
き
い
き

パ
ー
ト
ナ
ー
の
集
い

引
取
の
状
況

　

現
在
、
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
・
野
犬
な

ど
の
捕
獲
犬
は
、
無
料
で
宮
崎
県
（
保
健

所
等
）が
引
き
取
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

全
国
に
は
引
き
取
り
に
２
，０
０
０
円
〜

１
０
，０
０
０
円
の
引
取
料
が
必
要
な
自

治
体
も
あ
り
、
九
州
地
区
で
も
鹿
児
島
県

が
平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
、
引
取
手
数

料
２
，０
０
０
円
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
で
は
、
現
時
点
で
は
未
定
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
当
然
近
い
将
来
に
は
有
料

化
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
向
入
郷
地
区
内
で
は
椎
葉
村

の
引
取
割
合
が
最
も
高
く
、
飼
い
主
に
動

物
愛
護
・
飼
育
管
理
責
任
等
、
意
識
の
向

上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
本
村

で
も
飼
い
主
の
い
な
い
犬
・
不
用
犬
と
し

て
出
さ
れ
る
犬
の
た
め
に
、
動
物
の
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
、
少
し
で
も
多
く

の
命
を
救
う
様
々
な
計
画
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

事
故
・
苦
情
内
容

　

犬
の
咬
傷
事
故
が
全
国
で
多
数
発
生
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
非
常
に
悲
惨
な
事
故

は
大
型
犬
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。
平
成
16
年
に
東
郷
町
で

発
生
し
た
土
佐
犬
に
よ
る
咬
傷
事
故
で

は
、
小
学
３
年
生
の
児
童
が
被
害
者
と
な

り
、
命
に
別
状
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
発

声
が
で
き
に
く
く
な
る
程
の
重
傷
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
土
佐
犬
は
、
狂
犬
病
予
防

法
で
定
め
ら
れ
た
登
録
が
な
さ
れ
ず
、
注

射
も
受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

放
し
飼
い
に
よ
る
咬
傷
事
故
や
糞ふ

ん

を
ま

き
散
ら
す
等
の
苦
情
は
、
椎
葉
村
役
場
に

も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

権
利
と
義
務

　

犬
を
飼
う
と
い
う
の
は
国
民
の
自
由
な

権
利
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
権
利
に
は
適
正

な
飼
育
を
す
る
と
い
う
義
務
が
伴
い
ま
す
。

　

法
律
や
マ
ナ
ー
を
守
る
。
適
正
に
飼
育

を
す
る
。
周
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
ず
、

イ
ヤ
な
思
い
を
さ
せ
な
い
。
そ
れ
が
自
分

に
で
き
て
い
る
の
か･･･
。

　

今
一
度
、よ
く
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
犬
や
猫
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

環
境
衛
生
係

　

☎
０
９
８
２
︱
６
７
︱
３
２
０
５▲道路に寝そべる犬。繋

つな

がれ
ないのは犬の責任ではない。

犬
は
決
し
て
悪
く
な
い･･･

❸

そ
れ
で
も
犬
は

悪
く
な
い
！
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Hello again.  I’ve started to get settled in here in Shiiba.  I’ve found 

where most of the stores are, and ever one place to get a meal 

cooked.  The weather has cooled down a spell too, which is nice.  

Better than that though, school has re-opened and I’ve started 

teaching.  It’s quite a nice change of pace; I feel like I’m doing 

something useful with myself, and I hope that I am.  Everyone at both 

Shiiba and Matsuo junior high schools have been extremely nice to 

me, and I felt right at home almost as soon as I arrived.  A lot of my 

time so far has been spent helping prepare some of our English students for their upcoming speech contest in 

October.  I’ve been helping them with their pronunciation and their grammar, and I have to say, they all look to do 

well when their turn to speak comes around.  I have a lot of wonderful students, and any parents who might be 

reading this will be happy to know that they’ve been nothing but respectful.  I haven’t had any trouble from any of 

them, and they all seem like bright, friendly youngsters.

I’ve also had the pleasure to participate in a couple of Sports Days.  It’s a brand new thing for me, since we don’

t hold Sports Days in America.  I was surprised to find that all of the 

students competed and was equally surprised by some of the strange 

events.  The inter-club footrace where each club ran the track doing 

various things with wooden swords, tennis rackets, volleyballs, or 

whatever tool was appropriate for the particular club looked like a lot 

of fun.  I also got a chance to try a couple of strange games myself, 

and I pulled in a couple of tug-of-war matches.  

I’ve had one more new, uniquely Japanese experience as well.  I’ve 

now tried shochu for myself, and I learned my first word of the local 

Shiiba dialect: ganburi.  I hope I’ve been saying it right.

　皆さんこんにちは。先月から僕は椎葉に住み始めました。おおよそどの店がどこにあるか覚えましたが、その中で調理
してある食べ物を手に入れることができる店を今のところ１軒だけ見つけました。８月に比べると気温もだいぶ下がって
きて過ごしやすくなってきました。学校も２学期を迎え、僕の教師の仕事が始まりました。これまでの変化は僕にとってちょ
うどいいペースでした。僕は役に立つ仕事をしているなって　ー実際そうであればいいけどー　実感します。椎中・松中
どちらの学校の人々もとても良くしてくれて、僕は着任早々家にいるようにリラックスできました。今のところ、10月に
開催される英語のスピーチコンテストに出場予定の生徒の指導が主な仕事になっています。僕は英語の文法や発音を教え
ていますが、生徒たちはとても上手になっているので、本番でもきっとうまくいくでしょう。みんなとてもいい生徒だか
ら、これを読んでいる両親たちも子どもたちがすばらしいと知って喜ぶでしょう。今までは何のトラブルも起こってないし、
生徒たちはみな明るくて親しみやすい子ばかりです。
　そして、僕はうれしいことに２つの体育大会に参加できました。アメリカにはこんなスポーツ大会はありません。体育

大会に全ての生徒が出場するのもびっくりしたし、大会の中に奇妙な催し
が含まれているのも驚きました。たとえばクラブ対抗リレー。どのクラブ
の選手もテニスラケットやバレーボールやその他クラブで使うような色々
の道具を持って何かをしながら走りとてもおもしろかったです。僕はあと
二つの奇妙なゲーム（団技）に出場し、そして綱引きにも２回とも出場し
ました。
　もう一つだけ、日本らしいユニークな体験をしています。今、自分で焼
酎をためしています。椎葉で最初に覚えた方言は『がんぶり』です。僕は『が
んぶり』をちゃんと使えるようになりたいと思っています。

和訳：山中千夏さん（桑の木原）

〜ケビン、椎葉を行く〜

▲椎葉中の１年生（９月11日）

▲松尾中の１年生（９月20日）

Kevin VanEvery
ケヴィン　ヴァンエブリー
（椎葉村外国語指導助手）
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昔
、
お
江
戸
の
高
田
の
馬
場
の
村
外
れ

に
、
佐
助
と
い
う
若
者
が
住
ん
で
お
っ
た
そ

う
な
。
佐
助
は
、
畑
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
い

る
百
姓
じ
ゃ
っ
た
。
毎
朝
、
東
の
方
を
向
い

て
「
天
の
神
様
、
こ
の
世
で
一
番
美
し
い
嫁

御
を
授
け
て
賜
う
れ
」
ち
て
、
拝
ん
で
お
っ

た
。
そ
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、
あ
る
日
の

夕
方
に
、
年
の
こ
ろ
は
十
七
、八
。
若
い
娘

が
や
っ
て
来
た
。「
私
は
オ
ツ
ル
と
申
し
ま

す
。
私
を
貴
方
様
の
嫁
御
に
し
て
賜
う
れ
」。

　

佐
助
は
「
そ
り
ゃ
あ
、
天
の
神
様
の
授

け
も
の
じ
ゃ
」
ち
て
娘
の
手
を
引
い
て
、

家
の
中
に
案
内
し
て
、
そ
の
晩
か
ら
嫁
御

に
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
美
し
い
嫁
御
に
来
て
も
ろ

う
た
そ
の
明
け
の
日
か
ら
、
佐
助
は
、
ま

た
い
つ
も
の
よ
う
に
畑
仕
事
に
出
掛
け
て

行
た
。
畑
仕
事
に
行
っ
た
の
じ
ゃ
が
、
オ

ツ
ル
の
こ
と
が
、
気
に
な
っ
て
気
に
な
っ

て
、仕
方
が
な
い
。
仕
事
の
手
を
休
め
て
、

家
ま
で
走
っ
て
帰
っ
て
、
オ
ツ
ル
の
顔
を

見
て
、安
心
し
、ま
た
、畑
に
帰
っ
て
行
た
。

　
一
日
に
何
回
も
、
何
回
も
、
オ
ツ
ル
の
顔

を
見
に
家
ま
で
走
っ
て
帰
っ
て
は
、
畑
に
行

く
。
が
、
ま
た
、
オ
ツ
ル
の
顔
が
見
と
う

な
っ
て
家
ま
で
走
っ
て
帰
っ
て
、
オ
ツ
ル
の

顔
を
見
て
安
心
し
、
畑
に
走
り
帰
る
の
じ
ゃ

が
、
ま
た
ま
た
オ
ツ
ル
の
顔
と
、
忙
し
い

毎
日
じ
ゃ
っ
た
。
そ
こ
で
オ
ツ
ル
の
言
う
こ

と
に
ゃ
、「
私
の
顔
が
そ
ん
な
に
見
た
か
っ

た
な
ら
、私
の
顔
を
、絵
に
描
い
て
あ
げ
る
」。

　

佐
助
は
、
オ
ツ
ル
に
描
い
て
も
ら
っ
た

オ
ツ
ル
の
絵
を
、
畑
に
持
っ
て
行
っ
て
、

畑
の
畦く

ろ

に
立
て
、
そ
れ
を
見
ぃ
見
ぃ
し
て

は
、
畑
を
耕
し
て
お
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
大
風
が
吹
い
て
来

て
、オ
ツ
ル
の
絵
は
、天
高
く
舞
い
上
が
っ

て
、
千
代
田
の
お
城
の
方
へ
、
飛
ん
で
行

て
し
も
う
た
。

　

そ
れ
か
ら
佐
助
は
家
に
戻
っ
て
、
そ
の

こ
と
を
オ
ツ
ル
に
話
し
た
。
オ
ツ
ル
は
、

「
そ
ん
な
ら
明
日
か
ら
、
わ
た
し
も
一
緒

に
行
て
、
畑
仕
事
を
手
伝
い
ま
し
ょ
う
」。

　

そ
れ
か
ら
毎
日
毎
日
、
オ
ツ
ル
は
、
佐

助
と
一
つ
足
に
①
、
畑
仕
事
に
出
掛
け
て

行
た
。
近
所
の
人
々
は
、「
佐
助
は
良え

ぇ

嫁
御
を
の
さ
っ
た
も
の
だ
②
。
ま
ぁ
仲
の

良
ぇ
こ
と
じ
ゃ
」。
そ
の
よ
う
に
評
判
が

た
っ
て
お
っ
た
。

　

秋
も
深
ま
り
、
唐と

う
き
び黍
や
ら 
野の

稲い
ね

③
や
ら
、

収
穫
す
る
時
期
に
な
っ
て
お
っ
た
。
ち
ょ
う

ど
畑
の
横
に
、
大
け
な
梨な

し

の
木
が
立
っ
て

お
っ
た
。
そ
の
梨
の
木
に
、
大
け
な
梨
の
実

が
、
い
っ
ぱ
い
な
っ
て
お
っ
た
。
佐
助
は
仕

事
の
手
を
休
め
て
「
オ
ツ
ル
に
梨
の
実
を
食

わ
せ
に
ゃ
い
か
ん
」
ち
て
思
う
て
、佐
助
は
、

そ
の
大
け
な
梨
の
木
に
登
っ
て
、
梨
の
実
を

と
っ
て
、
オ
ツ
ル
に
食
わ
せ
よ
っ
た
。
そ
の

梨
の
実
が
な
ん
と
甘
い
こ
と
か
。
オ
ツ
ル
は

喜
う
で
、
梨
の
実
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
よ
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
千
代
田
の
お
城
の

方
か
ら
、将
軍
様
の
行
列
が
や
っ
て
来
た
。

佐
助
と
オ
ツ
ル
は
、
梨
の
木
の
側
で
土
下

座
を
し
て
、
畏か

し
こ

ま
っ
た
。
そ
こ
に
将
軍
様

の
行
列
が
、「
下
に
ぃ
、
下
に
ぃ
」
と
言

う
て
や
っ
て
来
た
。

　

と
こ
ろ
が
将
軍
様
は
、
そ
の
大
け
な
梨

の
木
の
大
け
な
梨
の
実
を
、
お
駕か

ご籠
の
中

か
ら
見
つ
け
て
、
に
わ
か
に
行
列
を
止
め

て
、
家
来
の
者
を
呼
ん
で
「
あ
の
大
け
な

梨
の
木
の
、
大
け
な
丸
い
梨
の
実
を
、
取
っ

て
参
れ
」
と
言
う
た
。
そ
こ
で
家
来
は
、

佐
助
に
気
が
付
い
て
、「
こ
り
ゃ
百
姓
。
将

軍
様
が
、
そ
の
梨
の
実
を
食
べ
た
い
そ
う

じ
ゃ
。
お
前
、
も
い
で
参
れ
」。
そ
こ
で
佐

助
は
、
梨
の
木
に
登
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
梨

の
実
を
取
っ
て
、
将
軍
様
に
差
し
上
げ
た
。

将
軍
さ
ま
は
そ
の
梨
の
実
を
食
い
な
が
ら
、

「
す
り
ゃ
あ
、甘
い
梨
じ
ゃ
が
」ち
て
言
う
て
、

喜
う
で
お
っ
た
が
、
オ
ツ
ル
を
見
付
け
て
、

「
そ
の
女
は
、
一
ヶ
月
ほ
ど
前
、
風
に
吹
か

れ
て
、お
城
の
庭
の
木
に
掛
か
っ
て
お
っ
た
、

あ
の
絵
の
女
子
じ
ゃ
。
さ
っ
そ
く
奥
女
中
に

召
し
抱
え
る
」。
そ
う
言
う
て
、
オ
ツ
ル
を

駕
籠
に
乗
せ
、
連
れ
て
行
っ
て
し
も
う
た
。

　

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
佐
助
は
何
も

し
て
も
仕
事
が
手
に
付
か
な
か
っ
た
が
、

町
に
行
て
、
鍋
や
ら
、
羽は

釜が
ま

④
や
ら
、
焙ほ

う

烙ろ
く

⑤
や
ら
買
う
て
来
て
、
そ
れ
を
籠
に
入

れ
て
、
天
秤
棒
で
担か

ろ

う
て
、
千
代
田
の
お

城
の
回
り
を
、
オ
ツ
ル
に
届
け
、
と
ば
か

り
、
振
り
売
り
し
て
回
り
始
め
よ
っ
た
。

　

鍋
や
ぁ
羽
釜
や
ぁ
焙
烙
や
ぁ
高
田
の
馬

場
の
畑
の
横
の
あ
ぁ
ま
い
梨
を
取
る
と

き
ぃ
若
い
嚊か

か

を
と
ら
れ
た
ぁ
ち
て
振
り
売

り
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
毎
日
毎
日
、
千
代

田
の
お
城
回
り
を
、売
り
歩
い
て
お
っ
た
。

　

そ
の
佐
助
の
振
り
売
り
声
を
、
お
城
の

奥
座
敷
で
聞
い
た
オ
ツ
ル
は
、
ち
ょ
っ
と
の

隙す
き

の
暇ひ

ま

を
見
て
、
お
城
か
ら
逃
げ
出
し
た
。

そ
う
し
て
、
佐
助
と
一
緒
に
、
ド
ン
ド
ン 

ド

ン
ド
ン
、
川
の
横
を
逃
げ
て
行
き
よ
っ
た
。

　

オ
ツ
ル
が
逃
げ
た
こ
と
を
知
っ
た
奥
座

敷
の
方
で
は
、
家
来
た
ち
が
追
っ
て
、
駆

け
て
き
た
。

　

オ
ツ
ル
が
佐
助
に
言
う
こ
と
に
ゃ
「
こ

り
ゃ
と
て
も
逃
げ
延
ぶ
も
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
。

こ
の
川
に
身
を
投
げ
て
、
死
ん
で
し
ま
お

う
」。
オ
ツ
ル
は
自
分
の
着
物
を
脱
い
で

佐
助
に
着
せ
、
佐
助
の
着
物
を
オ
ツ
ル
が

着
て
、
二
人
は
、
手
に
手
に
を
取
っ
て
、

川
に
身
を
投
げ
た
。

　

追
っ
手
が
川
に
駆
け
つ
け
た
と
き
に

は
、
オ
ツ
ル
と
佐
助
が
川
に
身
を
投
じ
た

後
じ
ゃ
っ
た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
そ

の
川
に
は
、
鴛
鴦
夫
婦
が
仲
良
く
泳
い

で
お
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
仲
の

良
え
夫
婦
を
、
鴛
鴦
夫
婦
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
、
と
い
う
お
話
。

（
聞
き
手　

西
南
学
院
大　

山
中
耕
作
）

話　

型
＝
絵
姿
女
房

発
端
句
＝
昔
、
お
江
戸
の

結
末
句
＝
と
い
う
お
話

①
一
つ
足
に 

＝ 

一
緒
に

②
の
さ
っ
た
も
の
だ 

＝ 

授
か
っ
た
も
の
だ

③
野
稲 

＝ 

陸
稲

④
羽
釜 

＝ 

回
り
に
鍔つ

ば

の
あ
る
鉄
の
釜

⑤
焙
烙 

＝ 

素
焼
き
の
平
た
い
土
鍋

※
話
型
は
「
絵
姿
女
房
」
だ
が
、
場
所
が
、

高
田
の
馬
場
で
あ
る
。
高
田
の
馬
場
は
、

赤
穂
義
士
の
一
人 

堀
部
安
兵
衛 

の
仇
討
ち

の
場
所
。
義
子
銘
々
で
は
、
有
名
な
場
所

で
あ
る
が
、
そ
ん
な
場
所
が
、
椎
葉
村
の

昔
話
に
混
入
さ
れ
て
い
た
の
は
、
い
さ
さ

か
驚
き
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
英
一
さ
ん

の
ご
先
祖
の
寺
子
屋
あ
た
り
か
ら
で
た
出

た
話
か
も
し
れ
な
い
。
ワ
ー
プ
ロ
を
打
ち

な
が
ら
不
覚
に
も
よ
い
年
齢
を
し
て
い
て
、

涙
が
出
た
。
よ
い
昔
話
だ
と
思
う
。
話
中

の
佐
助
の
「
鍋
や 

羽
釜
や
」
の
振
り
売
り

の
唄
は
、
い
ち
ば
ん
の
聞
か
せ
所
だ
が
、

英
一
さ
ん
の
唄
は
凄
み
さ
え
感
じ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、「
鶴
姫
富
」
の
ツ
ル
の
語
源
が

知
り
た
く
て
、
散
々
悩
ん
で
い
た
と
き
、

「
椎
葉
で
は
水
流
の
意
味
だ
」
と
教
え
ら

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
今
、
川
で
鴛
鴦
に
転

生
し
た
オ
ツ
ル
を
考
え
る
と
、
有
力
な
ヒ

ン
ト
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
や
は
り
折
口

信
夫
の
説
く
「
水
の
女
」
な
の
だ
ろ
う
か
。

（
西
南
学
院
大
名
誉
教
授　

山
中
耕
作
）

椎
葉
の
民
話

96

「
鴛お

し
ど
り鴦

夫
婦
の
お
話
」

語
り
手　

那
須 

英
一 
さ
ん（
水
越
）

昭
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
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戦没者追悼式について
　今年も次のとおり戦没者追悼式を
行いますので、ご遺族や関係者の皆
様は出席をよろしくお願いします。
■期日　11月２日（金）
■時間　10：00 〜（受付8：30 〜）
■場所　村開発センター
■問い合わせ先
　役場 福祉保健課 福祉係
　☎０９８２−６７−７５１３

「森とむらのフェスティ
バル」の開催について

　美郷町西郷区にある宮崎県林業
技術センターで、「森とむらのフェ
スティバル」が開催されます。子
どもから大人まで楽しめる多彩な
内容となっていますので、皆さん
の参加をお待ちしています。
■期日　10月27日（土）
■時間　10：00 〜 15：00
■場所　郡美郷町西郷区田代
　宮崎県林業技術センター内
■参加費　無料
■内容

（学　ぶ）試験研究展示、チャレ
ンジ「樹木博士」

（楽しむ）木工教室、つる細工教室、
トールペイント教室、葉脈しお
り教室、どんぐり・松ぼっくり
自由工作、高性能林業機械操作
体験、木炭無料配布など

（味わう）うどん・シイタケ試食、
ふるさと特産品販売

■問い合わせ先
　宮崎県 林業技術センター
　☎０９８２−６６−２８８８

「よろず情報相談室」
の設置について

　役場農林振興課では、農林業の
よろず相談を行います。必要が無
くなり、譲ってもいい機械や施設、
譲ってほしい機械、珍しい植物や
種・苗等の交換、教えて欲しいこ
と等幅広く情報提供していきます。
■問い合わせ先
　役場 農林振興課
　☎０９８２−６７−３２０６

魅力いっぱいの農業者
年金

　｢農業者にもサラリーマン並の老
後を」と昭和46年１月に発足した農
業者年金。平成14年１月より少子高
齢化時代に強い積立方式の新制度
に変わりました。国民年金の第１号
被保険者で年間60日以上農業に従
事する60歳未満の方は誰でも加入で
きます。年金は終身年金で仮に一ヶ
月加入でも支給されますし、受給者
が80歳前に亡くなった場合でも、受
け取れるはずだった年金が死亡一時
金として遺族に支給されます。若者
や認定農業者は要件を満たせば最
長20年間の国庫補助が受けられます
し、支払った保険料は社会保険料
全額控除の対象となり税制上でも優
遇措置があります。現在85名の受給
者による受給者協議会で普及促進
活動等も行っています。関心のある
方はお気軽にお問い合わせ下さい。
■問い合わせ先　役場 農業委員会
　☎０９８２−６７−３２０６

「ひえつきの里・駄賃
つけの里交流会 in
椎葉」参加者募集！

　諸塚村と椎葉村の農村女性指導
士合同企画により、交流研修会を
計画しました。秋ふかく色づいた
紅葉を見に、大河内の山を一緒に
歩いてみませんか？昼食には、椎
葉の山の幸をふんだんに使ったこ
だわりの料理を囲んでみんなでお
しゃべりしましょう！
■期日　10月27日（土）
■時間　8：00椎葉村役場発（マイ

クロバス乗車）
■参加資格　農業を営んでいる女

性とその家族（椎葉村より15人・
先着申し込み順）

■参加料
　大人1,000円・小学生以下500円
　（食事代、保険料含む）
■申し込み先
　役場 農林振興課
　☎０９８２−６７−３２０６
　０９８２−６７−２８２５

農用地の違反転用に注意
　「田や畑を埋め立てて宅地や倉庫、資材置き場にしたい。段差のある田
畑を埋め立てして改良したいんですが･･･。」このような場合は、農業委
員会に届出が必要です。農用地（田、畑）を耕作以外のことで使用する
ことは農地法という法律で規制がされています。つまり、農業委員会の
許可を得ないで無断転用した場合、登記上の地目や所有者名を変えるこ
とができないことから、将来的には売買ができなくなります。無断転用
者には、県知事が工事等を中止させ元の農地に復元するよう命令する場
合があります。また、農地法違反で刑事告発されると最高３年以下の懲
役又は300万以下の罰金に処せられることがあります。
　「自分の土地なのに・・」と思われるでしょうが、例えば農用地が隣接
する場合、隣が建物を建てたり、植林したりしたら、日当たりなど色々
な面で問題が起こってきますし、誰でも農用地を売買できたら、日本に
個人が所有する農用地がなくなるかもしれません。
　農地の転用等について相談等がある方は、以下の地元農業委員か農業
委員会（６７−３２０６）にお気軽にお問い合わせください。

◆上椎葉地区
　那須盛男（67−2578）
　那須文治（67−2670）
　那須朝光（67−2286）
◆鹿野遊地区
　那須瑞穂（67−2813）
◆仲塔地区
　黒木　守（67-4903）

◆栂尾地区
　黒木照美（59−0409）
◆小崎地区
　椎葉重徳（67−2126）
◆大河内地区
　椎葉　朗（38−1046）
◆松尾地区
　荒竹和久（67−1819）
　那須重喜（67−1635）

◆尾八重地区
　那須　悟（67−5943）
◆尾向地区
　尾前義弘（67−5316）
　清田　泉（67−5208）
◆不土野地区
　那須宗則（67−5337）

田や畑を他の用途で使いたいときは、
届出が必要です

農業委員名簿
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●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内の動き　●9月1日現在
　男　　1,656人（−　4）
　女　　1,651人（−　8）
　計　　3,307人（−12）
世帯数　1,268戸（−　2）
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お 知 ら せ
10月の納税について

　10月は、村県民税（３期）と国
民健康保険税（５期）の納税月です。
期限内（10月31日）までに納付し
ていただきますようお願いします。
■問い合わせ先　役場 税務住民課
　☎０９８２−６７−３２０５

行政相談の開催について
　行政相談が次のとおり行われま
す。行政に関することならどんな
ことでもけっこうですので、気軽
にご相談ください。
　なお、10月15日（月）〜 21日（日）
は秋の行政相談週間です。期間中
には、行政相談委員・人権擁護委
員・心配ごと委員による三者合同
相談を行います。（秘密は堅く守
られますのでご安心ください。）
■期日　10月９日（火）※定例
　　　　10月16日（火）※合同
　　　　11月13日（火）※定例
■時間　10時〜15時※毎月第２火曜日
■場所　椎葉村高齢者センター

「心配ごと相談所」の
開設について

　心配ごと相談が次のとおり行わ
れます。心の悩みを相談してにて
はいかがでしょうか。

■期日　10月15日（月）・11月19日（月）
　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所　保健センター「すこやか館」
■問い合わせ先　社会福祉協議会
　☎０９８２−６７−２２７５

こころの健康相談に
ついて

　精神障がい者や家族及び地域住
民を対象に、医療や精神福祉に関
する相談を実施しています。費用
は無料で、精神科医師や保健師が
相談にあたります。予約制ですの
で事前に連絡をしてください。
■期日  10月16日（火）
　　　　（担当：保健師が対応）
　　　  11月20日（火）
　　　　（担当：協和病院医師）
　※毎月第３火曜日
■時間　13：30 〜 15：30
■場所　日向保健所
■予約申し込み先
　日向保健所 健康づくり課
　疾病対策担当
　☎０９８２−５２−５１０１

高齢者に関する移動
相談について

　宮崎県高齢者総合相談センター
による移動相談が開設されます。
相談はすべて無料です。お気軽に
ご相談ください。
■期日　11月22日（木）
■場所　保健センター「すこやか館」
■相談　一般相談、法律・リハビリ・

健康・介護に関することなど
　※時間　9：00 〜 12：00
■講話　悪質商法について
　※時間　10：10 〜 11：30

「椎葉のみなさん　　
−裁判官とかたらんネ！」

　裁判所では、裁判員制度に対す
る理解を深めていただくために、
裁判官との対話形式による意見交
換会を実施します。たくさんの方
の参加をお待ちしております。
■期日　10月28日（日）

■時間　13：00 〜 16：00
■場所　村開発センター
■問い合わせ先
　宮崎地方裁判所 総務課庶務係
　☎０９８５−２３−２２６３

プロのフルオーケス
トラがやってきます！

　文化庁の事業により、松尾中学
校でオーケストラ・コンサートと
スーパーマリンバ・コンサートが
開催されます。プロの演奏を生で
聴くことができる、めったにない
チャンスです。ご近所お誘いの上、
ぜひお越しください。

【オーケストラ・コンサート】
〜東京ニューシティ管弦楽団演奏会〜
■期日　10月17日（水）
■時間　13：30〜15：00 ※開場13：00

【スーパーマリンバ・コンサート】
〜打楽器アンサンブル〜
■期日　10月21日（日）
■時間　14：00〜15：00 ※開場13：30
■場所　松尾中学校（体育館）
■その他
　参加料は無料で、事前の申し込

みも必要ありません。ただし、
静かに聴ける方に限ります。

■問い合わせ先
　椎葉村立松尾中学校　担当　都

と

成
なり

　☎０９８２−６７−１０１１

10月は土地月間です
  国土利用計画法では、一定面積
以上の土地売買などを行った場
合、土地の権利取得者（買った方）
は契約後２週間以内に土地の所在
する市町村長を経由して、県知事
に届け出ることが義務づけられ
ています。（山林等も届出の対象
です。）
　椎葉村では、購入した土地が
10,000㎡（１町歩）以上の面積があ
る場合は必ず届出が必要です。土
地の有効利用の実現のため、村民
の皆様のご理解とご協力をお願い
します。
■問い合わせ及び届出先
　役場 総務課
　☎０９８２−６７−３２０３
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カメラ さんぽ

▲「合唱団やまびこ」による愛唱歌。
前日には八村杉の下で歌声を披露し
ました。（８月26日・開発センター）

「
巨
木
の
里
」
の
合
唱
団

　

平
成
２
年
の
「
巨
木
の
里
」
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
の
出
会
い
を
縁
に
、
佐
賀
県
武
雄

市
か
ら
椎
葉
村
へ
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

▲始めて生で見た落語に感激の岩崎さ
ん。記念撮影も気さくな笑顔です。

　（９月６日・不土野小学校）

岩
崎
さ
ん
へ
落
語
披
露

　

歌
手
の
岩
崎
宏
美
さ
ん
が
テ
レ
ビ
の
撮

影
で
不
土
野
小
学
校
へ
。
照
れ
る
子
ど
も

た
ち
と
は
対
照
的
に
、
大
人
は
大
騒
ぎ
。

台
風
14
号
災
害
追
悼
式

　

２
年
前
の
土
砂
崩
れ
災
害
現
場
で
の
追

悼
式
。
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、

黙
と
う
で
３
人
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

▲こんにゃく芋の実。５年ほど収穫
せずに放っておくと花が咲き、実
がなります。（尾向モニター委員・
椎葉キク子）

見
た
こ
と
あ
る
か
な
？

▲入賞した右田安男さん、野村ケサ子
さん、椎葉アスエさん、椎葉きよ子
さん、椎葉ヨシ子さん。（９月９日）

12
年
ぶ
り
の
地
元
優
勝

　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会
・
正
調
の
部

の
地
元
優
勝
は
、
12
年
ぶ
り
９
人
目
の
快

挙
。
※
大
会
成
績
は
８
ペ
ー
ジ

▲椎葉テルヨさん（上椎葉上２）と那
須サクエさん（間柏原）が指導しま
した。（９月13日・平寿園）

平
寿
園
で
生
け
花
教
室

　

平
成
４
年
よ
り
続
く
生
け
花
教
室
。
入

園
者
は
四
季
折
々
の
花
に
喜
び
の
笑
顔
。

自
然
と
会
話
に
も
花
が
咲
き
ま
す
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
交
通
安
全
ゆ
ず
る
優

し
さ
待
つ
ゆ
と
り
」。
飲
酒
運
転
の
根
絶

を
願
い
、
各
地
で
座
談
会
を
実
施
。

▲ウスキキヌガサタケ。15cm程の
大きさで、キノコの女王と呼ばれ
ています。（情報提供：尾田山中・
古川三鶴亀さん）

▲ソバの花。村内でよく見かけます。
近くで見ると、小さくてかわいい
花の集まりです。（川の口営農組合
集落）

▲街頭キャンペーンではチラシや飲み
物を配り、交通安全を呼びかけまし
た。（９月21日・平家本陣前）

▲集まった消防団の幹部と本部の団員。
さらなる防災力向上を誓いました。

　（９月６日・上椎葉上区）
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春夏秋冬　まるごと椎葉

清
すがすが

々しい美しさ
深い思いやり（花言葉）

「トルコギキョウ」

▲椎葉キヨ子さん（臼杵俣）はたくさ
んの花に囲まれて大忙し。

　「トルコギキョウ」はトルコ（国名）や花の桔
ききょう

梗とは関係なく、アメ
リカ原産でリンドウの仲間。水揚げがよくて花が長持ちするので、切り
花としての需要が高く、職場や家庭で飾られているのをよく目にします。
冠婚葬祭用としても広く利用され、一年を通して花屋にも並びます。現
在、村内で栽培に取り組むのは10戸の園芸農家。８月下旬に始まった出
荷作業は11月下旬まで続けられ、ツボミや花の数、本数や高さが揃

そろ

えら
れ、九州全域から遠くは関東方面へと送られていきます。

▲一重と八重の花があり、色も白、桃、赤、紫、青紫と様々。
　（小崎地区臼杵俣・９月20日）

▲浜砂浩士さん（大藪）は栽培10
年目。愛情をたっぷり注ぎます。

▲収穫前の小さなほうれん草。太陽の光を浴び、大きく葉を広げます。
　（矢立営農団地・９月20日）

ポパイもビックリ
栄養たっぷり

「ほうれん草」

　「ほうれん草」をポパイが食べると、とたんに元気になり超人的な力
を発揮して悪者を退治するのはアニメの世界。自分もそうなりたいと
思ったお子さんも多いことでしょう。ほうれん草はビタミンＡや葉酸が
豊富。また、葉酸が鉄分の吸収を促進するため、貧血予防に効果的。お
ひたし、胡麻和え、バター炒めなど様々な形で調理されます。現在、村
内で盛んに行われている高冷地農業の柱となっている「ほうれん草」。
市場評価の高さはもちろん、生産農家の努力の結晶と言えます。
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日
本
の
平
和
ボ
ケ
は
学
校
の
場
で
も

存
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
は
た
し

て
こ
の
温
室
の
中
に
出
口
は
あ
る
の

だ
ろ
う
か
？　

二
人
の
少
女
が
お
こ

し
た
小
さ
な
奇
跡
！　

ぜ
ひ
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

出
生　
お
め
で
と
う

　
　

椎
葉　

香か

純す
み

ち
ゃ
ん

（
針
金
橋
団
地
）
智
成
・
陽
子 

さ
ん

　
　

那
須　

洸こ
う

太た

く
ん

（
不
土
野
中
）
貴
文
・
尚
美 

さ
ん

死
亡　

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

那
須　

ト
ミ 

様（
中
ノ
八
重
）九
十
一
歳

椎
葉　

浪
子 

様（
春　
　

山
）六
十
八
歳

中
村
ナ
ミ
コ 

様（
佐
土
ノ
谷
）九
十
二
歳

甲
斐
美
佐
子 

様（
上
椎
葉
下
３
）四
十
八
歳

那
須
オ
サ
モ 

様（
針
金
橋
）九
十
三
歳

香
典
返
し

　

故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

故　

甲
斐
マ
サ
子 

様
（
竹
ノ
八
重
）

故　

椎
葉　

浪
子 

様
（
春
山
）

故　

那
須　

ト
ミ 

様
（
中
ノ
八
重
）

故　

甲
斐
ケ
サ
ヨ 

様
（
雨
木
）

故　

日
隈　

虎
雄 

様
（
上
椎
葉
上
２
）

故　

中
村
ナ
ミ
コ 
様
（
佐
土
ノ
谷
）

故　

甲
斐
美
佐
子 
様
（
上
椎
葉
下
３
）

戸
籍
だ
よ
り
（
８
月
分
）

１
日　

就
学
時
健
康
診
断

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

２
日　

戦
没
者
追
悼
式（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

３
日　

椎
葉
郷
土
芸
能
の
夕
べ（
博
物
館
）

４
日　

県
中
学
校
秋
季
体
育
大
会

　
　
　
　
（
〜
６
日
）

６
日　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座

９
日　

椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
０
７

　
　
　
　
（
法
楽
祭
：
午
後
６
時
〜
）

　
　
　
　
（
10
日
〜
11
日
：
終
日
）

　
　
　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
（
〜
15
日
）

13
日　

消
防
団
防
火
査
察（
村
内
各
地
区
）

　
　
　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

14
日　

小
中
学
校
へ
き
地
研
究
大
会

15
日　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

16
日　

中
学
校
薬
物
乱
用
防
止
教
室

17
日　

椎
葉
郷
土
芸
能
の
夕
べ（
博
物
館
）

　
　
　

椎
葉
神
楽

　
　
　
　
（
〜
12
月
23
日
・
村
内
各
地
）

18
日　

県
中
学
校
駅
伝
大
会

　
　
　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

19
日　

子
牛
セ
リ
市（
〜
20
日
・
延
岡
市
）

20
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
座

25
日　

と
び
が
ち
大
会

27
日　

乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
・

乳
児
妊
婦
相
談（
す
こ
や
か
館
）

28
日　

乳
ガ
ン
・
子
宮
ガ
ン
・
骨
密
度

検
診
（
す
こ
や
か
館
）

29
日　

乳
ガ
ン
検
診

30
日　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
学
生
椎
葉
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
（
〜
12
月
３
日
）

11
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

おすすめの１冊

『月　人　石』
書 ／ 乾　千恵（福音館書店）

あ
な
た
は
字
は
生
き
て
る
と
思
い
ま

す
か
？　

こ
の
本
は
字
を
覚
え
る
た

め
の
本
で
は
な
く
、
字
を
感
じ
楽
し

む
絵
本
で
す
。
筆
で
書
か
れ
た「
書
」

の
生
命
力
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

本
を
読
む
と
き
っ
と
何
か
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

BOOK  CORNER
椎葉村開発センター
■問い合わせ先
　教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより

『
温
室
デ
イ
ズ
』

著 

／ 

瀬
尾
ま
い
こ
（
角
川
書
店
）

松尾中２年

中村　勇貴 くん

主
人
公
・
原
田
巧
は
自
分
の
持
っ
て

い
る
力
に
絶
対
的
な
自
信
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
巧
が
野
球
を
と
お
し

て
変
っ
て
い
く
と
い
う
お
も
し
ろ
い

本
で
す
。

『
バ
ッ
テ
リ
ー
』

 

著 

／ 

あ
さ
の 

あ
つ
こ
（
角
川
文
庫
）

松尾中教諭

朝倉　かおり さん

誰
か
に
飼
わ
れ
１
０
０
万
回
死
ん
で

も
悲
し
み
を
知
ら
ぬ
ね
こ
。
自
分
だ

け
の
ね
こ
に
な
っ
た
時
、
何
か
が
変

わ
る･･･

。
挿
絵
の
ね
こ
の
表
情
に

も
ご
注
目
を
！

『
１
０
０
万
回 

生
き
た
ね
こ
』

著 

／ 

佐
野 

洋
子
（
講
談
社
）

松尾中学校
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俳
句
募
集
＝�

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

夜
す
で
に
鳴
く
声
清す

が

し
ち
ち
ろ
虫	

那
須　

瑞
穂

［
評
］
我
ら
人
間
ど
も
が
暑
い
暑
い
と
ぼ
や
い
て
い
る
夜
で
も
、
虫
た
ち
は
少
し
の

涼
味
を
知
る
と
泣
き
出
す
。
い
ち
早
く
秋
の
到
来
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。「
清

し
」
と
は
瑞
穂
さ
ん
の
こ
こ
ろ
に
響
く
こ
と
ば
。

廃
線
の
駅
に
ひ
ぐ
ら
し
聞
い
て
居
る	

小
八
重
知
津
子

［
評
］
廃
線
の
駅
と
言
え
ば
、
赤
錆
び
た
線
路
に
雑
草
の
伸
び
放
題
。
改
札
口
も
待

合
室
も
う
す
汚
れ
。
誰
も
居
な
い
ベ
ン
チ
に
ひ
と
り
蜩

ひ
ぐ
ら
しを
聞
く
。
か
つ
て
乗

降
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
。

夕
立
に
追
は
れ
て
園
児
走
り
け
り	

山
茶　

之
実

［
評
］
上
空
の
雲
か
ら
ぱ
ら
ぱ
ら
と
降
っ
て
き
た
。
園
児
た
ち
、
走
り
出
す
。
帽
子

も
鞄
も
濡
ら
し
な
が
ら
走
る
。
遅
い
子
も
早
い
子
も
い
る
。
喜
々
と
し
て

走
る
。

《
入
選
》

神
殿
に
燈
の
入
る
頃
や
秋
の
蝉

中
瀬　
　

汀

峠
茶
屋
卓
上
か
ざ
る
萩
の
花

〃

秋
灯
や
読
書
と
酒
で
夜
が
ふ
け
る

戸
辺　

好
郎

張
り
付
い
た
守
宮
が
話
聞
い
て
い
る

〃

幼
な
子
お
ず
お
ず
持
ち
ぬ
庭
花
火

山
本　

和
枝

朝
露
を
踏
み
つ
つ
夫
の
田
守
か
な

〃

丘
の
風
す
す
き
も
我
も
共
に
揺
れ

黒
木
八
重
子

波
立
つ
よ
う
に
ど
の
棚
田
に
も
稲
穂
か
な

椎
葉　
　

満

少
し
ず
つ
ほ
ん
の
少
し
の
新
涼
来

那
須　
　

正

一
つ
捥も

げ
ば
三
四
零こ

ぼ

れ
る
零む

か

ご

余
子
か
な

小
丸
川
河
童

神
楽
殿
色
づ
い
て
い
る
大
銀
杏

小
八
重
知
津
子

編
集
後
記

朝
晩
涼
し
く
な
り
、
す
っ
か
り
秋
め
い
て
き
ま

し
た
。
秋
と
言
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
・
読
書
・
芸
術
・

収
穫
・
食
欲･･･

。
ウ
ェ
ブ
検
索
を
し
て
み
る
と
、

一
番
多
い
の
が
「
食
欲
の
秋
」。
や
っ
ぱ
り
お
い

し
い
秋
の
味
覚
と
、
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
ウ
エ

ス
ト
の
肉
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
は
自
分
に
は
無
関

係
だ
と
願
い
つ
つ
、
運
動
は
い
つ
か
し
よ
う
と

思
い
つ
つ
、
イ
ス
に
座
っ
て
パ
ソ
コ
ン
と
に
ら

め
っ
こ
。
楽
し
み
な
が
ら
広
報
の
レ
イ
ア
ウ
ト

に
頭
を
悩
ま
せ
る
毎
日
で
す
。（
リ
キ
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
運
動
会
で
定
番
の
綱
引
き
。
松
尾
地
区

で
は
、
川
を
境
に
日
当
地
区
と
日
添
地

区
に
分
か
れ
、
人
数
も
体
重
も
関
係
な

く
、
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ
て

綱
を
握
り
ま
す
。
そ
し
て
、
号
令
と
共

に
選
手
の
か
け
声
、
観
客
席
か
ら
の
声

援
、
綱
の

き
し
む
音
。

両
者
ほ
ぼ

互
角
の
争

い
。
勝
っ

た
の
は
日

当
地
区
で

し
た
。

み
ん
な
で
作
ろ
う
！

　

椎
葉
の
「
そ
ん
ぽ
う
」

「
そ
ん
ぽ
う
」
こ
と
「
広
報
し
い
ば
」
で
は
皆

さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

村
内
ど
こ
へ
で
も
取
材
に
行
き
ま
す
。
ま
た
、

ご
意
見
ご
感
想
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
８
８
３

−

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
大
字
下
福
良
１
７
４
７−

２
０

椎
葉
村
役
場 

総
務
課
「
広
報
し
い
ば
」
係

電　

話
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

３
２
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

２
８
２
５

「綱引き」

　

９
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け
て
行
わ
れ

た
宮
崎
県
青
年
大
会
に
お
い
て
、
松
尾
青

年
会
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
、
尾
向
青
年

会
が
剣
道
の
部
、
上
椎
葉
青
年
会
の
佐
藤

玲
史
さ
ん
が
青
年
の
主
張
の
部
で
見
事
優

勝
し
、
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

椎
葉
村
の
青
年
団
が
同
時
に
３
競
技
で
全

国
大
会
に
出
場
す
る
の
は
初
の
快
挙
。
11

月
９
日
か
ら
東
京
で
行
わ
れ
る
全
国
青
年

大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

全国青年大会
出場決定！

▲ソフトボールの部で優勝した
松尾青年会チーム
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　ニシキギ科ニシキギ属の落葉高木。秋たけなわの
10月、山の木の実は一斉に色づきます。その中に小
さなピンクの果皮をまとった赤い種子が鈴

すずなり

生とな
り、枝もたわわな小さな木を見かけます。これがマ
ユミで、実がかわいく美しいのでよく庭木に植えら
れていますが、元来は高さ10ｍ、幹の直径30㎝まで
成長する木です。樹皮は灰黄褐色で平滑、縦に灰色
の縞模様が出て、葉と小枝は対生します。葉は長さ
５−10㎝、幅２−４㎝で細長い楕円形をし、秋に黄
〜橙色に色づきます。５、６月頃、枝先に小さな径
１㎝程の黄緑色した目立たない小花を咲かせ、花後
に径１㎝の果実が稔ります。果皮が４つに割れ、中
からのぞく種子は鳥によって散布され、日本全土と
朝鮮半島、サハリンにも産します。椎葉では合戦原
奥地の九州大学演習林の林に高さ10m、直径30㎝以
上の極大に成長したものが見られます。

（九州大学宮崎演習林　内海　泰弘・井上　晋）

マユミ
60

未来にはばたけ！

那須　巧
たく

望
み

　くん
（佐礼住宅）

平成17年10月７日生まれ
おとうさん：建 さん
おかあさん：尚美 さん

この顔見たら110番！我家の脱
走常習犯です。言う事聞かん坊
現行犯で逮捕しちゃうぞ ! !

椎葉　旭
あ

晴
せい

　くん
（竹ノ枝尾日当）

平成17年10月８日生まれ
おとうさん：幸司 さん
おかあさん：未央子 さん

お話が上手で最近は妹のお世話
もしてくれます。優しく、元気
に育ってね。家族の宝物です。

Face in　October

中瀬　静
しずか

 さん （22歳・竹ノ枝尾日当）

勤務先：ＪＡ日向椎葉支店
趣　味：映画鑑賞・カフェ巡り

こんにちは。椎葉で働き始め
て半年が経ちました。毎日が
楽しくあっという間に過ぎて
しまいました。これから、色々
な経験を積み、沢山の方とお
話しが出来たらなと思います。
どうぞよろしくお願いします。

大
自
然
へ
出
か
け
よ
う
！

■
名
称

　

国
指
定
天
然
記
念
物
「
八
村
杉
」

■
国
指
定
年
月
日

　

昭
和
10
年
６
月
７
日

■
形
状

　

樹　

齢　
　
（
伝
承
）
８
０
０
年

　

樹　

高　
　

54
ｍ

　

根
周
り　
　

19
ｍ

　

幹
周
り　
　

13
・
３
ｍ

　

十
根
川
神
社
の
境
内
へ
入
る
と
す
ぐ
に
杉
と
イ
チ
イ
ガ
シ

の
巨
木
が
出
迎
え
る
。
ま
ず
は
そ
の
大
き
さ
に
感
心
す
る
。

さ
ら
に
奥
へ
進
み
神
殿
の
先
を
見
る
。
す
る
と
、
そ
こ
に
そ

び
え
立
つ
の
が
「
八
村
杉
」。
今
度
は
そ
の
大
き
さ
に
驚
か

さ
れ
る
。
単
幹
で
は
県
内
最
大
の
巨
樹
で
、
50
ｍ
を
超
す
高

さ
は
国
内
で
も
最
大
級
。
端
正
な
姿
が
魅
力
的
な
こ
の
大
杉

は
、
那
須
大
八
郎
宗
久
の
手
植
え
の
杉
と
伝
え
ら
れ
、
椎
葉

の
平
家
伝
説
に
お
い
て
象
徴
的
な
存
在
と
も
い
え
る
。

「
八や 
村む

ら 
杉す

ぎ

」

巨
木
を
訪
ね
る
①

▲天高くそびえ立つ「八村杉」


